
芸術の素養は常に社会で求められています。近年では「アート思考」や「デ
ザイン思考」といった言葉のもとに、それらはあらゆる課題解決に役立つ能
力として認知されていますが、一方学校教育としての芸術科目が実際に社会
と接続された事例はどれくらいあるでしょうか。近年では社会実践型プロジ
ェクトとして実際に特定の地域やそこに住む人々と関わる授業の価値が認め
られてきたように感じますが、中・高学校教育における実践例はいまだ少な
いように感じます。

この授業においてもっとも大切にしていることは、一般に開かれた空間を使
い生徒が自身の作品発表をするという経験です。そしてその発表とは政治、
平和、環境といった日々社会を賑わせる事象から生徒が紡いだ作品です。

この場所には15歳の人間が切り取った世界の風景があります。

そしてこれは世界中のあらゆる事象が創作行為のモチーフとなり、そこから
生まれた作品は視点と着想の独自性によって評価され、
さまざまな社会的制約を超えて大衆に提示することが可能になる。という芸
術の本質を経験する学びとなります。

授業の狙い

12.12(月)
作品発表①: 10:15 - 12:45
作品発表②: 13:15 - 15:45

12.14(水)
作品発表①: 10:15 - 12:30
作品発表②: 13:15 - 14:45

12.13(火)
作品上映会
13:15 - 15:45 (見学自由)

会場
有明ガーデンモール  2F
中央吹抜広場

主催  (お問合せ)
かえつ有明中高等学校　芸術科  タカクラ

東京都江東区東雲   2-16-1

03-5564-2111
y-takakura@ariake.kaetsu.ac.jp

宇宙
教室

かえつ有明中・高等学校
芸術科 校外学習

共催
有明ガーデン　
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